
 

 

 

 

つながりを求めて

     特定非営利活動法人なら人権情報センター 

奈良県磯城郡田原本町鍵３０１－１ 

TEL ０７４４－３３－８５８５  FAX ０７４４－３２－８８３３ 

E-mail info@nponara.or.jp        （担当：西田・吉岡） 
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「誰「誰一人取り残さない」やさしさとぬくもりのある地域社会、まちづくりをめざして、地域の人々とつなが

り、人権を尊重し合える事業を進めています。人権を大切にする気持ち、自分自身を大切にする気持

ち、人々とのつながりを大切にする気持ちを育むために、さまざまな研修や講座、学習支援、相談者に

寄り添った各種相談事業をおこなっていきます。多くの町民の皆さんの、ご支援、ご参加をお願いしま

す。 

一人取り残さない」やさしさとぬくもりのある地域社会、まちづくりをめざして、地域の人々とつながり、人

権を尊重し合える事業を進めています。人権を大切にする気持ち、自分自身を大切にする気持ち、

人々とのつながりを大切にする気持ちを育むために、さまざまな研修や講座、学習支援、相談者に寄り

添った各種相談事業をおこなっていきます。多くの町民の皆さんの、ご支援、ご参加をお願いします。 

 

講師：プロフィール 

広島県出身 

所属していた児童合唱団

で毎年平和祈念式典に参

列。 

歌を通して平和の大切さ

を伝える活動に従事。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

              

毎年７月は「差別をなくす強調月間」です。この期間は、あらゆる差別をなくすため

啓発活動や人権意識の向上を図る取り組みが重点的に行われます。 

三宅町でも「人権を確かめ合う町民の集い」が取り組まれますので、ご参加ください。 

 

２０２６年度 三宅町 人権を確かめ合う町民の集い 

～平和や命の大切さを力強く美しい歌声にのせてお届けします～ 

         と き：  ７月１２日（日） 受付９：３０ 開会１０：００ 

        と こ ろ：  三宅町文化ホール（三宅町大字伴堂６８９） 

       主 催： 三宅町・三宅町教育委員会 

             ０７４５－４４－２００１（三宅町役場 総務部 総務課） 

       講 演： 「平和トーク＆ソプラノ」                   

       講 師： ソプラノ歌手 大島久美子 さん 

               要約筆記・手話通訳： あり 

       参加費/定員：  無料/400 名※先着順 

   

       発 表： 三宅小学校・式下中学校在校生による人権作文発表 

       展 示：  三宅小学校在校生による人権ポスター 

 

NPO 法人なら人権情報センターは、「誰一人取り残さない」やさしさとぬくもりのある地域社会、ま

ちづくりをめざして、地域の人々とつながり、人権を尊重し合える事業を進めています。人権を大切

にする気持ち、自分自身を大切にする気持ち、人々とのつながりを大切にする気持ちを育むため

に、さまざまな研修や講座、学習支援、相談者に寄り添った各種相談事業をおこなっていきます。多

くの町民の皆さんの、ご支援、ご参加をお願いします。 

 

人権を確かめ合う

町民の集い 

mailto:info@nponara.or.jp


 

 

 

 

 

・開講日： 原則毎週木曜日    １９時～ ２０時３０分 

・場 所 ： 三宅町交流まちづくりセンター MiiMo 

・対象者： 式下中学校在校生及び三宅町在住中学生 

 

２０２６年度「かいほう塾」開講式と第１回「かいほう塾」を、６月１１日 MiiMо で開催しました。 

開講式の参加者は、３年生５人、２年生２人、１年生２人。NPО 法人なら人権情報セ

ンター３人、ボランティアスタッフ４人、事業主体である三宅町教育委員会から３人、

式下中学の先生１人の２０人。大泉志保・教育長のあいさつとボランティアスタッフ４

人の自己紹介をしました＝写真。 

 その後、スタッフの松島さん、古川さんの進行で、中学生一人一人の自己紹介や

かいほう塾での目標、また、飲食やスマートホン使用のルール、みんなで学習以外のやりたいことなどを話し

合いました。１０分間の休憩をはさみ、後半の４０分間の学習に入り、スタッフと一緒にそれぞれの問題を解

いていました＝写真。  

かいほう塾はいつでも参加できます。気軽に一度見に来てください 

 

<かいほう塾の日程> 

      ７月２日（木）・９日（木）・１６日（木）・２３日（木）・３０日（木） 

      ８月６日（木）・１３日（木）・２０日（木）・２７日（木） 

      

 

 

三宅町地域人権学習事業「人権学習講座」がはじまります。 

 

今年度も皆さんと人権問題を考えていきます。皆さんの参加を心からお待ちしてい

ます。 

※地域人権学習講座は三宅町人権尊重のまちづくり条例の趣旨を理解し、様々な人権問題と

関連する地域の課題について検討し、実施します。 

〈第１回〉 
演   題：  「部落差別の解消と私たちの課題（仮題）」 

講  師：  奥本武裕（奈良大学教授） さん 

日  時：  ７月 ２４日（金） 午後１時３０分～ 

場  所：  三宅町交流まちづくりセンター MiiMo 

 

〈第２回〉 
  演   題：  「LGBTQ や多様な性について考える～自分らしく輝いて生きるとは～（仮題）」 

講  師：  ジェンダーレス×シングルマザー AIMI（あいみ） さん 

日  時：  ８月 ２０日（木） 午後１時３０分～ 

場  所：  三宅町交流まちづくりセンター MiiMo   

人権学習講座 

 

かいほう塾 



 

 

 

 

手紙 ～親愛なる子どもたちへ～ 
 

     

                                                       原作詞：不詳 作曲：樋口了一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんは手紙を読んで何を感じられたでしょうか。懐かしい方を思い出されたでしょうか。この詩の中に

は年老いていく親が子どもたちに贈る切ない願い、思い、家族に弱っていく私を叱らないで、冷たくしない

で、理解して暖かく見守ってほしいとつづられています。 

認知症は、老化現象とは違い、脳の障害によっておこる病気で日常生活に支障を 

きたす状態をいいます。しかし、認知症と言われている方にも、感情や心身の力が豊か

に残っています。 

認知症ケアでは、失われていくものに焦点をあてるのではなく、最期まで失わないもの

に焦点をあて、一人の人間としての尊厳をもって対応することが基本。人間関係を築き

ながら、否定的な言葉や態度・行動はとらず、傾聴・共感し、評価はしないことです。 

認知症を完治させる薬は現在開発されていません。しかし早期発見・早期治療で進行を抑えられます。運

動やバランスの良い食事、同居人以外の人との会話・交流、外出することで進行を予防することができます。 

自分に不安を感じたとき、近隣に迷惑をかけたくないと思われていませんか。恥の文化は捨て、お互いに

「助け上手」「助けられ上手」になりましょう。「もの忘れ」等で心配されている方がおられたら、三宅町地域包

括支援センターに相談するように促してください。認知症への正しい知識や対応を町民のみなさんが理解

することで、誰もが住み慣れた地域で安心して豊かに暮らし続けることが出来るのではないかと思います。  

(三宅町地域包括支援センター   ０７４５―４３―２５２２) 

年老いた私がある日 今までの私と違っていたとしても どうかそのままの私を理解してほしい 

私が服の上に食べ物をこぼしても 靴ひもを結び忘れても あなたに色んなこと教えたように 

見守ってほしい あなたと話す時 同じ話を何度繰り返しても その結果をどうかさえぎらずにうなずいて欲しい  

あなたにせがまれて繰り返し読んだ絵本のあたたかな結末は いつも同じでも  

私の心を平和にしてくれた 悲しい事ではないんだ 消え去ってゆくように見える私の心へと  

励ましのまなざしを向けて欲しい 楽しいひと時に 私が思わず下着を濡らしてしまったり  

お風呂に入るのをいやがるときには 思い出して欲しい あなたを追い回し何度も着替えさせたり  

様々な理由をつけて いやがるあなたとお風呂に入った 懐かしい日のことを 悲しい事ではないんだ  

旅立ち前の準備をしている私に 祝福の祈りを捧げて欲しい 

いずれ歯も弱り 飲み込むことさえ出来なくなるかもしれない 足も衰えて立ち上がる事すら出来なくなったら  

あなたがか弱い足で立ち上がろうと私に助けを求めたように よろめく私に どうかあなたの手を握らして欲しい 

私の姿を見て悲しんだり 自分が無力だと思わないで欲しい  

あなたを抱きしめる力がないのを知るのはつらい事だけど  

私を理解して支えてくれる心だけ 持って欲しい きっとそれだけでそれだけで 私には勇気がわいてくるのです  

あなたの人生の始まりに私がしっかり付き添ったように 私の人生の終わりの少しだけ付き添ってほしい  

あなたが生まれてくれたことで私が受けてきた多くの喜びと      

あなたに対する変わらぬ愛を持って笑顔で答えたい        

私の子供たちへ 

愛する子供たちへ 



 

 

 

 

５月２８日、三宅町人権推進協議会総会の記念講演で、在日コリアン３世の山村宙

載さんの「多文化共生」をテーマとしたお話を聞きました。たいへんわかりやすく楽しく

話されていました。「多文化共生」とは、「国籍や民族など異なる人々が、お互いの文

化や価値観を尊重し合いながら、対等な関係で地域社会の一員として共に生活して

いける社会をめざす」ことです。 

現在、日本に暮らす在留外国人数は約４００万人で、日本の人口の

３％になります。将来的にはますます増加し、地域や学校、職場でと接す

る機会が増え、ともに地域社会の構成員として暮らしていくことになるでし

ょう。 

外国人と共生する地域社会では、ごみの分別、夜間の生活音、宗教

上の生活習慣など、生活面などでトラブルが起こります。住民同士の価値観やルールが異なるため、日本で

は当たり前と思われることが当たり前となりません。規則やルールの見直しが必要になります。 

川崎市では１９９６年、全国に先駆けて「外国人市民代表者会議」を条例で設置し、外国人市民を「ともに

生きる地域社会づくりのパ－トナー」と位置付けています。この会議は公募で選ばれた２６人以内の外国人

市民代表で構成され、会議を通して生活上の課題を話し合い、市長に提言することができ、教育・住宅・福

祉・防災などが提言され、様々な政策や制度が実現しています。 

 わたしたちにできることは、先入観にとらわれず、まず意識をを変えていくことです。自分と異なる文化を異

文化として距離を置くのではなく、自分の居心地の良い場所から一度外に出てみることで、気づかなかった

ことに気づき、他者を理解しおもいやることにつながるのではないでしょうか。 

 

 

あなたはひとりじゃない！ ～一人で悩まないで～   

あなたの身の周りに起きている心配ごと、困りごとをどうしていますか. 

たとえば子どものことや家族のこと、仕事のことや将来の不安、DV などがそうです。 

友達や家族、公的機関などに相談するのは良しとして「他の人に知られたくない」、

「相談するところが解らない」などと考えてじっと我慢している方、いらっしゃいませんか。もしかすると解決す

る方法はあるかも。解決とまではいかなくても一筋の光が見えるかもしれませんし、話すだけでも気持ちが楽

になるかもしれません。どうか一人で抱え込まないで欲しいというのが私たちのメッセージです。まず下記ま

でお気軽にお電話ください。また三宅町人権センター２階相談室で面接相談も行っていますのでご利用く

ださい。（要予約） 

プライバシーは厳守いたします。安心してご連絡ください。 

 

      

 

 

 

三宅町人権相談窓口 

奈良県磯城郡三宅町屏風 250-21 三宅町人権センター内 

電話/Ｆａｘ 0745-42-2221  相談日 毎水曜日 （11 時～16 時） 

URL http://www.nponara.or.jp 

よもやま話  

人権相談 


